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令
和
五
年
度
役
員
体
制 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

 

会 

長 

川 

上 

和 

人 

(

川
井
地
区
町
内
会
長 

連
絡
協
議
会) 

 

副
会
長 

関 
 

精 

一 
 

 
 

 

(

大
字
塩
殿
協
議
会) 

 

理 

事 

滝 

澤 
  

功 
 

 

 
 

 
 

 
(

真
人
地
区
町
内 会

長
協
議
会) 

理 

事 

佐 

藤 

和 

俊 

(

岩
沢
地
区
町
内
会
長
協
議
会) 

  

相
談
役 

田
中 

淳 
(

市
議
会
議
員) 

  

相
談
役 

駒
井
和
彦 

(

市
議
会
議
員) 

 

相
談
役 

高
木
健
太 

(

市
議
会
議
員) 

   

協
議
会
規
約 

 

(

目 

的) 

 

こ
の
会
は
、
南
部
地
域
の
社
会
環
境
整

備
と
住
民
福
祉
等
の
住
民
自
治
に
係
る
共

通
の
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
の
共
有
や
効

率
的
で
円
滑
に
諸
事
業
が
進
捗
す
る
た
め

の
調
整
や
協
議
に
努
め
、
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

会 

長 

挨 

拶 
 

 
 

 
 

会 

長   

川 

上 

和 

人 

  

本
年
度
南
部
地
域 

町
内
会
長
連
絡
協
議 

会
の
会
長
を
務
め
さ 

せ
て
い
た
だ
い
て
お 

り
ま
す
川
井
地
区
町 

内
会
長
連
絡
協
議
会 

会
長
の
川
上
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
法
上
の 

位
置
付
け
が
変
わ
り
、
統
一
的
な
行
動
制 

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に 

社
会
活
動
や
地
域
行
事
が
戻
り
つ
つ
あ
る 

よ
う
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
収
束
の
状
況
に
は
い
ま 

だ
至
ら
ず
、
変
異
を
繰
り
返
し
て
の
感
染 

が
報
道
さ
れ
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
皆
様
方
に
は
感
染
予
防
を
励
行
さ
れ
、 

ま
た
、
連
日
の
猛
暑
気
候
の
折
の
体
調
管 

理
に
も
気
を
付
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
お
願 

い
し
ま
す
。 

 

今
年
度
は
初
め
て
の
試
み
で
「
南
部
地 

域
教
育
懇
談
会
」、
ま
た
「
南
部
地
域
町
内 

会
長
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
問
題
課
題
の 

把
握
や
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

二
つ
の
懇
談
会
で
共
通
し
て
共
有
さ
れ
た 

こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
地
域
の
中
に
あ
っ 

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
の
継
続
と 

担
い
手
世
代
と
の
協
力
・
支
援
体
制
を
盛 

り
上
げ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
見
守
り
や
共

助
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
将
来
を
担
う 

子
供
達
の
後
援
に
関
す
る
な
ど
を
南
部
地 

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ 

る
と
言
う
こ
と
で
し
た
。 

 

「
精
力
善
用 

自
他
共
栄
」
こ
ん
な
気 

持
ち
を
持
ち
、
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き 

な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思 

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

理
事
会
開
催
す
る 

 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

  

５
月
９
日(

火)

午
後
６
時
３０
分
か
ら 

岩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
５ 

年
度
の
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
今 

年
度
の
南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

の
役
員
体
制
を
決
め
た
の
ち
、
今
年
度
の 

取
組
み
と
し
て
、
主
要
地
方
道(

主
要
県 

道)

へ
の
事
業
要
望
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、 

地
域
の
教
育
行
政
と
の
連
携
、
若
者
の
団 

体
「
氣
づ
南
會
」
へ
の
活
動
支
援
な
ど
を 

進
め
る
ほ
か
、
地
域
の
情
報
交
換
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

 

広
域
的
な
問
題
や
地
域
課
題
解
決
の
た 

め
、
今
後
も
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
も
あ
り
ま 

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
当
日
は
、
庭
野
氣
づ
南
會
会
長
か 

ら
情
報
提
供
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                  

新
相
談
役
就
任 

 

 

四
月
の
小
千
谷
市
議
会
議
員
選
挙
で 

当
選
し
た
高
木
健
太
氏(

塩
殿)

に
つ
い
て
、 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
の
相
談

役
と
し
て
会
長
が
指
名
し
、
理
事
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ご 

挨 

拶 
 

 
 

 
 

 
 

 

高 

木 

健 

太 

 

立
秋
と
は 

名
ば
か
り
の 

猛
暑
が
続
き 

ま
し
た
が
、
皆 

様
お
健
や
か 

に
お
過
ご
し 

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
、
南
部 

地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
「
相
談
役
」 

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
小
千
谷
市
議
会 

議
員
の
高
木
健
太
と
申
し
ま
す
。 

 

令
和
５
年
５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
「
５
類 

感
染
症
」
と
な
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り 

ま
す
が
、
地
域
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き 

て
い
る
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い 

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
域
行
事
が
行
わ 

れ
な
か
っ
た
こ
の
４
年
と
い
う
期
間
の
影 

響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
だ
と
改
め
て 

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

再
開
し
始
め
た
町
内
行
事
で
久
し
ぶ
り 

に
子
ど
も
達
に
合
う
と
、
小
学
生
だ
っ
た 

子
が
い
つ
の
間
に
中
学
生
に
な
り
、
中
学 

生
だ
っ
た
子
が
高
校
生
に
な
っ
て
い
る
姿 

を
み
て
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
間
、
学
校
や
町
内
行
事
が
制
限
さ 

れ
、
様
々
な
体
験
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と 

が
本
当
に
悔
や
ま
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
油
断
は
で
き
ま
せ 

ん
が
、「
心
機
一
転
、
再
ス
タ
ー
ト
!
」 

と
い
う
気
持
ち
で
、
よ
り
一
層
、
地
域
の 

方
々
が
話
合
い
、
助
け
合
い
、
明
る
く
元 

気
に
、
未
来
に
向
け
て
前
進
で
き
る
南
部 

地
域
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
私
も
南
部 

地
域
の
一
員
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
頑 

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
南
部
地
域
町
内 

会
長
連
絡
協
議
会
の
活
動
が
益
々
活
発
に 

な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
、 

ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

  

【
要
望
書
提
出
】 

 
 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
は
、 

南
小
中
学
校
区
の
通
学
路
に
か
か
る
危
険 

個
所
等
に
つ
い
て
、
南
小
学
校
、
南
中
学 

校
と
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
小
千
谷
市
長 

(

２
件)

、
県
小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所
長 

(

２
件)

、
小
千
谷
警
察
署
長(

１
件)

へ
川
上 

会
長
と
田
中
相
談
役
で
説
明
し
、
要
望
書 

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
通
学
路
の
支
障
木
の
撤
去
や 

岩
沢
地
内
の
歩
道
脇
の
老
朽
化
し
た
危
険 

な
建
物
に
つ
い
て
は
、
早
速
対
応
が
さ
れ 

ま
し
た
。 
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南
部
地
域
教
育
懇
談
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
小
中
校
区 

 

７
月
２１
日(

金)

午
後
６
時
か
ら
桜
町 

の
大
竹
会
館
を
会
場
に
南
小
中
校
区
内
の 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
４
地
区 

代
表
者
と
相
談
役
の
地
元
市
会
議
員
に
高 

野
教
育
委
員(

川
井)

、
P

T

A
、
後
援 

会
代
表
と
南
小
中
学
校
及
び
総
合
支
援
学 

校(

塩
殿)

の
各
校
長
、
教
頭
の
教
育
関
係 

者
が
集
ま
り
、
初
め
て
と
な
る
南
部
地
域 

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
各
学
校
の
報 

告
や
後
援
会
の
検
討
、
通
学
路
な
ど
を
議 

題
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
塩
殿
地
内
の
総
合
支
援
学
校(

地

域
と
と
も
に
自
分
ら
し
く
育
つ
学
校)

で 

は
、
今
年
開
校
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

施
設
の
増
改
築
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、 

来
年
に
記
念
式
典
を
開
催
し
た
い
と
報
告 

が
あ
り
ま
し
た
。 

                  (

写
真
右
上
段 

総
合
支
援
学
校
の
現
状

説
明
を
行
う
高
橋
校
長) 

南
部
地
域
町
内
会
長 

親
睦
懇
談
会 

 

プ
ラ
ザ
片
山
を
会
場
に
南
部
地
域
町
内 

会
長
親
睦
懇
談
会(

南
小
中
学
校
区)

が
山 

口
副
市
長
と
地
元
市
議
会
議
員
３
名
を
来 

賓
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岩
沢
・
真
人
、
塩
殿
地
区
の
状
況
報
告 

の
後
、
川
井
地
区
の
代
表
で
南
部
地
域
町 

内
会
長
協
議
会
の
川
上
会
長
か
ら
行
政
へ 

の
要
望
書
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
町
内
や
旧
村
単
位
の
地 

域
だ
け
で
な
く
、
広
域
的
な
問
題
や
課 

題
の
解
決
も
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、 

南
部
地
域
の
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
も
重 

要
な
組
織
と
し
活
動
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
も
広
域
的
な
解
決
が
必
要 

な
事
項
な
ど
の
情
報
提
供
や
提
案
が
あ
り 

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 (

左
の
上
段
の
写
真
は
挨
拶
を
す
る
山
口

副
市
長  

片
貝
町
、
元
県
長
岡
振
興
局
長) 

                   

氣
づ
南
會 

万
灯
出
陣
御
礼 

 
 

 
 

 
 

 

会 

長 

庭 

野 

優 

也 
  

氣
づ
南
會
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
厚 

意
に
よ
り
万
灯
の
制
作
、
お
祭
り
準
備
を 

進
め
、
こ
の
会
報
誌
が
お
手
元
に
届
く
こ 

ろ
に
は
、
地
域
内
へ
の
万
灯
運
行
や
お
ぢ 

や
ま
つ
り
万
灯
行
事
に
無
事
出
陣
を
行
い
、 

そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
と
思
い 

ま
す
。 

 

会
員
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の

皆
様
に
ご
披
露
す
る
こ
と
を
励
み
に
今
後

も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

方
に
は
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
氣
づ
南
會 

会
員
募
集
】 

氣
づ
南
會
会
で
は
、
地
域
に
在
住
ま
た

は
地
域
で
働
く
若
者
の
会
員
募
集
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
緒
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
加
入

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

氣
づ
南
會 

会
長 

庭
野 

優
也 

℡ 0
9
0
-3

6
8
7
 -3

4
0
1
 

             

子
ど
も
ラ
ウ
ン
ジ
み
な
み 

  

８
月
７
日(

月)

の
午
前
に
真
人
ふ
れ
あ 

い
交
流
館
で
今
年
の
４
月
に
立
ち
上
げ
ら 

れ
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
「
子
ど
も
ラ
ウ 

ン
ジ
み
な
み
」
が
開
催
さ
れ
、
夏
休
み
に 

入
っ
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
減
っ
た
中 

で
す
が
、
広
く
涼
し
い
部
屋
で
動
き
回 

っ
て
子
供
同 

士
の
交
流
が 

行
わ
れ
て
ま 

し
た
。 

 

未
就
学
児 

や
小
学
生
を 

対
象
に
、
月 

一
回
を
予
定 

に
活
動
し
て 

い
ま
す
の
で 

ご
活
用
く
だ 

さ
い
。 

 

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

子
ど
も
ラ
ウ
ン
ジ
み
な
み 

 
 

 
 

 

代
表 

坂
本
香
奈
子 

 
 

 
 

 

℡ 
0
9
0
-5

2
0
2
-2

8
4
6
 

 

参
加
費 : 

原
則
無
料 

 

グ
ラ
ン
・ツ
ー
ル
南2

0
2
3
 

(

10

th
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
&
フ
ァ
イ
ナ
ル) 

  

市
内
南
部
地
域
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス 

で
疾
走
す
る
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
の
「
グ
ラ 

ン
・
ツ
ー
ル
南
」
が
７
月
３０
日(

日)

に
４ 

年
ぶ
り
と
な
る
通
常
規
模
で
開
催
さ
れ
、 

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
３
０
０
人
の
自
転
車 

愛
好
会
が
猛
暑
の
中
で
汗
を
流
し
た
。
な 

お
、
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
が
最
後
と
な
り
、 

昨
年
末
に
終
了
し
た
真
人
地
区
の
ク
ロ
ス 

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
の
後
を
追
っ
て 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
た
一
つ
姿
を
消
す 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

休
憩
ポ
イ
ン 

ト
と
な
る
エ 

イ
ド
が
川
井
、 

塩
殿
、
若
栃
、 

真
人
里
地
で 

設
け
ら
れ
、 

地
元
住
民
が 

趣
向
を
凝
ら 

し
た
サ
ー
ビ 

ス
の
提
供
を 

し
ま
し
た
。 

関
係
者
の
皆 

様
お
疲
れ
さ 

ま
で
し
た
。 

 

【
編
集
後
記
】 

 

令
和
３
年
度
よ
り
４
地
域
の
町
内
会
長 

連
絡
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
南
部
地
域 

の
共
通
し
た
事
項
へ
の
取
組
み
が
形
成
さ 

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
南
部
地
域
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行 

事
や
活
動
も
制
約
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、 

先
般
４
年
ぶ
り
の
通
常
規
模
で
の
「
グ
ラ 

ン
・
ツ
ー
ル
南
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
な
ん
と
大
会
は
今
年
が 

フ
ァ
イ
ナ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
真
人
の
ク 

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
、
高
場
山 

マ
ラ
ソ
ン
と
地
域
の
大
き
な
行
事
が
姿
を 

消
し
、
山
本
山
ま
つ
り
と
塩
殿
ふ
れ
あ
い 

の
里(

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン)

の
収
穫
祭
で 

の
合
同
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
収
穫
祭
の 

み
で
行
わ
れ
る
と
耳
に
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
も
、
南
部
地
域
の
若
者
で 

構
成
さ
れ
る
氣
づ
南
會
の
万
灯
が
今
年
も 

お
ぢ
や
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
す
。
南
部
地 

域
の
５０
歳
半
ば
ま
で
は
、
南
中
学
校
の
卒 

業
生
と
も
な
り
ま
し
た
の
で
、
南
部
地
域 

と
し
て
の
地
域
づ
く
り
も
考
え
て
進
め
て 

良
い
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

(

第
３
号
会
報
誌
担
当 

 

真
人
地
区
地
域
づ
く
り
支
援
員 

渡
邊) 

会員による手作りで仕上げられて

いく万灯 !! 成果品は本番で披露 


